
五

第
一
二
十
七
条
の
一
一
第
六
噴
出
ヤ
「
同
条
第
二
項
」
そ
吋
間
的
条
第
四
壊
」
に
、

「
開
条
第
三
事
」
晶
化
「
同
条
第
一
立
現
」
に
改
め

る。
第
三
十
九
条
第
一
理
中
「
会
社
更
生
法
(
平
成
十
間
年
法
律
第
苦
蕊
十
四
号
〉

の
鏑
定
に
よ
る
い
を
断
る
。

鰐
四
十
五
条
機
関
山
噴
中
「
当
該
確
定
し
た
門
ぬ
い
を
「
当
該
残
余
財
産
の
磯
控
の
日
」
に
改
め
、

「
諜
税
期
間
ご
と
児
、
当

M
L

該
課
税
嬬
撲
の
末
日
の
懇
自
か
ら
」
及
、
が
「
そ
の
残
余
財
産
の
擁
定
し
た 

の
漂
白
か
ら
」
を
脳
出
り
、

「
窓
関
内
」
を
「
翌

日
か
ら
一
月
以
内
い
に
改
め
、

吋
分
配
」

の
下
に
「
又
誌
引
携
し
」
を
揺
え
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
第
一
二
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
一
噴
い
を
「
第
五
十
七
条
第
四
明
」
に
改
め
、
開
条
第
二
項
中
「
第
十

一
一
条
の
一
ご
を
「
第
十
二
条
お
こ
第
一
一
地
ご
に
改
め
る
。


第
六
十
一
一
条
第
一
一
境
中
「
第
六
十
八
条
第
一
一
号
」
を
「
第
六
十
五
条
第
五
号
」
に
政
め
る
。


第
六
十
四
条
第
一
一
嶋
中
「
五
年
」
を
「
十
年
い
に
、

「
五
首
万
円
」
を
「
千
万
円
」
に
改
め
、
需
条
第
一
一
壌
中
「
五
百
万


円
」
を
「
千
万
円
」 

改
め
る
。

第
六
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

E

第
六
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
骸
当
す
る
者
は
、

一
年
以
下
の
盤
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
懇
ず
る
。

イ、� 

d 
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第
八
条
第
四
項
本
文
の
規
定
に
違
反
し
て
向
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
な
い
で
同
衰
の
務
品
の
譲
渡
又
は
譲
受
け

(
こ
れ
ら
の
黍
託
を
受
け
、
若
し
く
は
媒
分
の
た
め
当
該
物
品
を
所
持
し
、

又
は
繍
漉
の
た
め
そ
の
番
前
後
受
け
た
者

若
し
く
は
蝶
介
必
ず
る
者
に
所
持
さ
せ
る
こ
と
そ
合
軒
。
〉
を
し
た
者

竺
第
四
十
三
条
第
一
境
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
で
第
四
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
も
の
に
議
り
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た
者

第
四
十
七
条
第
一
一
環
の
絹
窓
に
よ
る
申
告
畿
の
捻
出
を
怠
り
、

第
六
十
一
一
条
第
一
項
(
開
条
第
コ
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
合
告
。
)
若
し
く
は
向
条
第
出
掛
の
規
定
に
よ
る

当
該
職
員
の
質
問
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
偽
り
の
答
弁
を
し
、

誌
、
げ
、
若
し
く
法
思
避
し
た
者

又
法
議
り
の
・
申
告
欝
を
鰻
出
し
た
者

又
泣
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、

前
号
の
検
査
に
闘
し
鵠
り
の
記
載
又
は
記
錦
を
し
た
繰
鱗
欝
類
そ
栂
示
し
た
者

第
六
十
六
条
中
「
一
一
ト
万
丹
」
そ
「
五
ト
十
万
円
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
を
削
る
。

第
七
十
条
第
「
項
中
「
第
六
ト
四
条
か
ら
第
六
ト
八
条
ま
で
い
を
「
龍
三
条
い
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
七
条
と
す
る
。 



〈
酪
説
法
の
一
部
改
正
)

第
六
条
酒
税
法
(
昭
和
一
一
十
八
年
法
律
第
六
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

閥
次
中
「
第
六
十
一
一
条
」
を
「
第
五
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
開
条
第
一
項
中
「
近
年
」
を
吋
十
年
」
に
、

立
な
十
万
円
」
な
「
苔
万
円
」
に
改
め
、
向
条
第
三
項
中
「
班
十
万

同
」
そ
刊
百
万
円
い
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
中
ご
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、

「
五
年
い
そ
ヱ
1
年
」
に
、

吋
五
十
万
円
」
を
「
百
万
内
」

立
改
め
、
問
条
第
二
項
中
「
五
十
万
河
そ
こ
え
る
」
を
「
百
万
円
を
謡
え
る
」
に
、

勺
五
十
万
悶
を
こ
え
」
を
勺
百
万

円
を
競
え
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
鶴
一
項
中
♂
一
十
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め
、
同
職
第
二
号
中
「
申
告
」
を
吋
申
告
書
の
掘
出
い
に

改
め
、
部
門
現
第
三
号
中
「
申
告
を
い
を
「
申
告
章
一
聞
の
提
出
を
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
鱗
一
項
中
川
一
三
一
十
五
円
」
ー
を
ご
年
以
下
の
機
役
又
は
五
十
万
円
」
に
改
め
、
部
門
項
第
弦
間
ヴ
を
部
門
項
瀦
七
号

と
し
、
伺
項
第
毘
号
を
詞
明
第
六
号
と
し
、
問
項
第
一
一
一
号
を
同
項
第
蕊
母
と
し
、
関
職
第
二
号
を
間
環
第
三
号
と
し
、
向
号

の
次
に
次
の
一
号
変
加
え
る
。

( 




第
二
十
八
条
第
七
頃
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
謹
お
を
怠
り
、

一
玄
関
問

又
は
偽
り
の
脊
畑
閉
そ
搬
出
し
た
者

第
玩
十
八
条
第
一
璃
第
一
時
の
次
に
次
の
一
向
げ
を
加
え
る
。

二
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
し
な
い
で
酒
類
の
販
売
業
を
し
た
者

第
百
十
八
条
第
一
項
に
次
の
六
時
を
訴
え
る
。

l¥ 

償
問
問
十
開
条
第
一
一
一
明
の
踊
斑
に
よ
る
命
令
に
瀧
…
反
し
て
諮
母
又
は
も
ろ
み
を
処
分
し
、 

は
製
造
壌
か
ら
移
出
し
た

X

第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
怠
り
、
若
し
く
は
偽
り
、

第
四
十
七
条
綴
一
一
概
か
ら
第
一
二
壊
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
な
捻
り
、

メ
法
線
簿
を
臨
醸
し
た
者

又
は
鵠
っ
た
者

第
五
十
条
第 
A

現
第
一
号
又
諒
第
四
回
げ
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
者

第
五
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
事
の
規
定
に
よ
る
露
出
を
怠
り
、
又
は
儀
っ
た
者

鵠
沼
十
一
一
一
条
第
一
項
、
第
二
議
、
第
問
項
又
は
第
蕊
演
の
規
建
に
よ
る
当
披
職
践
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、

若
し
く
誌
鎚
り
の
棟
組
を
し
、
げ
入
は
そ
の
職
務
の
執
行
を
按
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
怠
蹴
し
た
者

第
五
十
八
条
第
二
項
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
月
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第

十 十 十 九 四
者

O 


b 
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‘
現
第
六
号
」
に
改
め
、
間
同
条
第
四
項
中
「
第
…
現
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
七
号
又
は
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
を
削
る
。

第
六
十
二
条
第
一
噴
出
子
「
第
班
十
八
条
か
ら
第
六
十
条
ま
で
」
を
三
智
容
に
、

「
一
行
為
者
」
を
「
そ
の
行
為
者
」
に
改

め
、
問
問
条
を
第
蕊
十
九
条
市
と
す
る
。


(
た
ば
こ
説
法
の
一
部
改
正
〉


第
七
条
一
た
ば
こ
説
法
(
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

巨
次
中
「
第
一
一
一
十
一
条
」
を

「
第
一
ニ
十
条
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
三
千
五
一
白
五
十
ニ
同
」
を
「
五
千
一
二
部
ニ
円
」
に
改
め
、
用
条
第
一
一
寝
中
「
七
千
九
百
二
十
臨

内
」
を
「
一
万
千
盟
吉
一
一
十
四
月
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
一
環
中
「
一
に
い
な
「
い
ず
れ
か
に
い
に
、

「
査
一
年
」
を
「
十
年
」
に
、

「
班
十
万
国
ど
を
「
百
万
田
口

に
改
め
、

同
議
機
一
一
項
中
「
五
十
万
河
」

を
「
一
臼
万
円
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、

「
ニ
十
万
円
い
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
い
に
改
め
、

間
関
条
第
ニ
号
を
関
条
第
三
号
と
し
、
開
条
第
一
号
そ
問
条
第
一
一
号
と
し
、

同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

……ゑ五
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一
五
六

又
は
鵠
り
の
書
類
を
提
出
し
た
者

第
十
一
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
豊
富
懇
の
提
出
を
怠
り
、

鍔
今
一
十
九
条
に
次
の
三
口
可
を
加
え
る 
α

ぬ五 間

勝一一
第

閉
山
条
の
規
窓
に
よ
る
申
告
な
悲
り
、

又
は
偽
っ
た
者

条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
窓
り
、
若
し
く
は
偽
り
、
又
法
そ
の
極
簿
を
隠
臨
し
た
者

七
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
費
需
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は

六

第偽
り
の
練
達
を
し
、
又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
議
員
の
識
務
の
執
行
を
把
み
、
続
、
ゆ
り
、

若
し
く
は
怠
漉
し
た
者

?
第
一
一
一
十
条
校
側
側
る
。

第
一
一
一
十
一
条
第
一
磯
山
ト
叶
第
二
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
辺
倒
…
一
条
」
に
改
め
、
出
向
条
を
第
一
一
一
十
条
と
す
る
。

間
則
第
二
条
中
「
千
六
百
八
子
六
円
」
を
「
二
千
五
百
十
七
円
」
に
改
め
る
。

(
揮
発
地
説
法
の
一
部
改
正
)

第
八
条

開
発
描
税
法
(
昭
和
…
一
-
ト
ニ
年
法
律
第
五
ト
五
坊
〉

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

凶
次
中
「
鵠

一
条
い
そ
「
第
ご
十
九
条
」
に
改
め
る
。 

'j

O 
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七 五 一一
 第
二
十
七
条
第
一
寝
中
ご
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
い
に
、

「
五
年
」
宇
佐
「
十
年
い
に
、

「
五
十
万
円
」
を
「
首
万
円
」

に
改
め
、
問
条
第
一
一
寝
中
「
五
十
万
円
を
と
え
る
〕
を

「
百
万

を
超
え
る
」
に
ミ

「
、
五
十
万
円
を
こ
え
い
を
「
、

開
中
佐
趨
え
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
一
に
い
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、

「
十
万
丹
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
二
年
以
下
の
鍛
役
又
は
五

十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
、
附
開
条
第
三
号
を
間
関
条
第
四
号
と
し
、
詞
条
第
…
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第
七
事
〈
第
十
六
条
の
一
一
一
期
間
現
に
お
い
て
準
舟
す
る
場
合
を
含
む
。
〉

の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
を

怠
り
、

又
は
偽
り
の
欝
撲
を
提
出
し
た
者

第
一
一
十
八
条
に
次
会
一
一
号
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
後
怠
り
、

又
は
偽
っ
た
者

六
第
一
一
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
様
簿
の
記
載
を
窓
り
、
若
し
く
は
偽
り
、

又
は
そ
の
輯
簿
を
総
陵
し
た
者

欝
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
揖
窓
に
よ
る
当
該
職
箆
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は

偽
り
の
陳
述
を
し
、

若
し
く
は
忌
避
し
た
者 又
は
間
関
寝
第
一
脅
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
中
職
務
の
執
行
を
拒
み
、
妨
げ
、

一
五
七

一色万
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一五時八

第
一
一
十
九
条
及
び
第
三
十
条
を
出
る
。

鶏
一
…
一
十
一
条
第
一
一
嶋
中
「
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
い
そ
「
前
一
…
条
い
ピ
敬
め
、
開
条
を
第
一
一
十
九
条
と
す

吋ム句。

4
i

〈
地
方
揮
発
油
税
法
の
一
部
教
正
〉

第
九
条

地
方
揮
発
油
税
法
(
明
和
五
十
年
法
律
第
苔
題
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
同
条
」
を
「
と
れ
ら
」
に
、

「
罰
法
」
を
「
国
税
通
則
法
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
、

「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、
詞
条
第
二
項
中
「
五
十
万
円

を
超
え
る
と
き
は
」
を
「
百
万
円
を
超
え
る
援
物
舎
に
捻
」
に
、

「
、
五
十
万
円
」
を
つ

一
段
万
丹
い
に
改
め
る
。


第 

六
条
を
削
る
。


第
十
五
条
の
ニ
中
「
五
万
円
以
下
の
能
金
又
は
科
料
い
を
二
年
以
下
の
蝕
役
又
は
班
十
万
円
以
下
の
鱗
金
い
に
改
め
、


開
条
校
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
一
嶋
中
「
第
十
五
条
錨
一
一
機
又
は
第
十
五
条
の
一
…
」
を
「
誠
一
一
条
」
に
改
め
る
。

、
〈
石
油
ガ
ス
税
法
の
一
部
改
正
) 



第
十
条

石
油
ガ
ス
税
法
(
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
五
十
六
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

自
次
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
改
め
る
。

第
一
…
十
八
条
第
一
寝
中
ご
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、
ム
「
五
年
」
を

に
改
め
、
問
条
第
一
一
璃
中
「
蕊

万
円
安
こ
え
る
い
を
「
世
間
湾
問
け
そ
紹
え
る
い
に
、


同
を
超
え
』
に
改
め
る
。


第
二
十
九
条
中
ご
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、


十
万
円
以
下
の
罷
金
」
に
改
め
、

同
条
第
三
号
を
部
門
条
第

号
と
し
、


開
条
第
一
一
吟
と
し
、
部
門
条
に
第
一
時
と
じ
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。


第
十
一
一
条
第
問
問
哨
恨
の
規
窓
に
よ
る
欝
畑
酬
の
縄
出
そ
な
り
、


第
二
十
九
条
に
次
の
一
一
一
帯
を
加
え
る
。


五
第
二
十
三
条
の
相
続
定
に
よ
る
申
告
を
怠
り
、


「
十
年
」
に
、

「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」

「
、
蕊
十
万
円
安
こ
え
」
晶
化
勺
躍
万

「
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懇
役
又
は
五

同
条
第
二
号
を
出
向
条
第
三
号
と
し
、

同
条
第
一
号
を

又
は
偽
り
の
簿
類
そ
探
訪
し
た
者

又
は
揚
っ
た
者

第
二
十
四
条
の
競
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
怠
り
、
若
し
く
は
偽
り
、

又
法
そ
の
帳
簿
を
臨
匿
し
た
者

第
二
十
六
条
第
一
一
様
第
一
時
精
し
く
は
第
一
一
号
の
瀦
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
震
構
忙
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
脅
し
く
は

一
お
九

A‘ 

， 
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錨
り
の
錬
述
を
し
、

又
は
附
項
第
一
号
か
ら
第
一
一
一
口
げ
ま
で
の
瀦
践
に
よ
る
当
該
職
員
の
職
務
の
執
狩
を
荏
み
、
妨
げ
、

若
し
く
は
急
避
し
た
者

第
三
十
条
を
潜
る
。

i

第
一
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
謡
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
一
一
十
条
と
す
る
。

〈
石
油
石
炭
税
法
の
企
部
改
止
〉

第
十
.
条

石
油
石
炭
税
法
〈
昭
和
京
十
一
一
一
年
法
律
第
一
一
十
五
号
)
の
一
部
俊
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

日
次
山
中
「
綴
一
一

七
条
」
品
化
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第一一ム 

間
同
条
第
一
一
横
山
中
ご
記
い
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、

「
五
年
い
を
「
十
年
い
に
、

「
五
十
万
円
」
を

「
諒
万
丹
」

に
酌
め
、
問
項
第
一
等
小
「
免
か
れ
」
を

「
免
れ
」
に
故
め
、
同
条
第
一
一
項
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
詞
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、

「
十
万

以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
二
年
以
下
の
懇
役
又
泣
五

十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
開
条
第
三
号
と
し
、
間
関
条
第
一
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
開
条
立
第
一
号

と
し
て
次
の
一
号
を
訴
え
る
。

第
十
条
第
七
棋
の
摺
桜
に
よ
る
欝
類
の
擬
出
を
怠
り
、

又
捻
偽
り
の
欝
類
を
提
出
し
た
者 

O 
ノ、
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第
二
十
五
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

第
二
十
条
第
一
壌
か
ら
第
三
一
項
ま
で
又
は
第
西
項
(
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
蔑
す
る
場
合
を
含
む
。
)

の
規
定
に

よ
る
申
告
を
窓
り
、

又
は
偽
っ
た
者

一
条
の
競
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
後
怒
り
、
若
し
く
は
偽
り
、

又
は
そ
の
機
構
そ
隠
殴
し
た
者

第
二
十
一
一
一
条
第
一
環
第
一
号
若
し
く
は
簸
-
一
号
の
規
抱
に
よ
る
当
該
織
農
の
灘
間
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は

品
り
の
諌
述
を
し
、

若
し
く
法
議
避
し
た
者 又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
議
員
の
職
務
の
執
行
を
拒
み
、
妨
げ
、

第
二
十
六
条
安
部
る
。

第
一
一
十
七
条
第
一
頃
中
ぷ
畑
一
一
十
間
条
か
ら
諮
条
ま
で
い
そ
立
剛
一
一
条
い
に
改
め
、
田
川
条
そ
第
二
十
六
条
と
す
る
。

(
続
空
機
擦
料
税
法
の
一
部
欣
距
〉

第
十
二
条

蛇
航
空
機
燃
料
税
法
(
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
七
号
〉

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
二
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、

「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
こ
え
る
」

そ
「
結
え
る
」
に
、

「
こ
え
当
該
」
を
「
謡
え
当
該
」
に
改
め
る
。 

4 
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ご
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
い
に
、

「
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
ご
年
以
下
の
懲
役
又
は
五

十
万
円
以
下
の
需
金
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
に
次
の
一
環
を
知
加
え
る
。

2

前
聴
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
条
鶴
一
壌
の
議
夜
行
為
に
つ
き
法
人
又
は
人 

閥
抗
金
剰
な
科
す
る
場
合
に
お
け
る
時
効
の

期
間
は
、
同
璃
の
罪
に
つ
い
て
の
持
強
の
織
揺
に
よ
る
。

(
簡
源
開
発
促
瀧
税
法
の
一
部
改
正
〉

第
十
一
一
一
条

亀
糠
開
発
促
進
税
法
(
初
昭
和
盟
十
九
年
法
律
第
七
十
九
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、

万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
る
。

M
L

「
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懇
役
又
は
五
十

2 

第
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

期
間
は
、
同
現
の
弊
に
つ
い
て
の
持
勢
の

前
哨
慣
の
規
定
に
よ
り
第
十
一
一
一
条
第
一
瑛
の
議
反
仔
為
に
つ
き
法
人
又
は
人
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場
合
に
お

よ
る
。 

‘白� 

る
特
効
の



〈
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
〉

第
十
回
条

印
紙
説
法
(
昭
和
田
十
二
年
法
律
第
二
十
一
一
一
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

自
次
中
「
第
ニ
十
七
条
い
を
「
第
一
一
十
五
条
」
に
読
め
る
。

第
二
十
一
一
条
第
一
議
中
ご
に
」
そ
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、

ご
年
い
が
}
「
一
一
一
年
」
に
、

「
二
十
万
円
い
そ
「
百
万
円
」

に
改
め
、
陪
条
第
二
項
中
「
一
一
十
万
丹
を
と
え
る
い
そ
「
百
万
円
を
趨
え
る
」
に
、

円
を
超
え
」
に
改
め
る
。

町
、
ニ
十
万
円
安
こ
え
」
を
「
、
官
万

第 
a

一
十
一
一
一
条
及
び
第
二
十
四
条
を
削
る
。

第
二
十
一
息
条
中
ご
に
い
そ
「
い
、
ず
れ
か
に
」
に
、

「
一
一
一
万
円
以
下
の
部
金
又
は
科
制
約
」
を
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
五

十
万
円
以
下
の
誤
金
」
に
改
め
、
間
条
第
一
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
四
項
又
は
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
怠
っ
た
者

第
二
十
五
条
第
題
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
を
間
関
条
第
四
号
と
し
、
向
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を

ぇ
、
伺
条
晶
化
第
ニ
十
一
一
一
条
と
す
る
。

第
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

d 

々
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一
心
ハ
削

第
ニ
ナ
ム
ハ
条
中
で
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
い
に
、

「
…
万
男
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」

を
コ
ニ
十
万
円
以
下
の
罰
金
」

に
改
め
、
宮
内
条
に
次
の
一
号
を
加
え
、
民
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
せ
ず
、

又
は
開
条
第
-
一
嘆
の
規
定
に
よ
る
組
出
を
し
な
か
っ
た
者

第
二
十
七
条
市
ザ
「
第
二
十
ニ
条
か
ら
鵡
条
ま
で
」
そ
「
誠
一
一
一
条
い
に
改
め
、
同
条
校
第
一
一
十
五
条
と
す
る
。

別
表
摺
一
第
十
号
の
練
税
物
件
織
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

保
険
謹
券 

1 


探
険
証
券
と
は
、
保
議
室
券
そ
の
他
名
称
の
い
か
ん
を
需
わ
ず
、
保
険
法
(
平

或
ニ
十
年
法
律
第
五
十
六
号
〉
第
六
条
第
一
項
〈
損
害
保
綾
勢
約
の
締
結
時
の
霧

阪
交
付
〉
、
第
間
十
条
第
一
一
壌
〈
生
命
保
険
契
約
の
締
結
時
の
繋
商
交
付
〉
又
は

第
六
十
九
条
第
一
一
樹
〈
備
蓄
煎
薬
定
額
保
険
契
約
の
締
結
持
の
警
部
交
付
)
そ
の

組
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
保
体
練
契
約
に
係
る
保
険
者
が
当
該
保
険
契
約
を
締
結

し
た
と
き
に
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
契
約
者
に
対
し
て
交
討
す
る
番
耐
〈
お

諮
問
徐
被
撚
約
者
か
ら
の
禅
交
付
の
讃
求
に
よ
り
交
付
す
る
ち
の
を
ゆ
凶
み
、
保
険
梁

法
第
一
一
一
条
議
瓦
明
第
一
一
一
号
〈
免
許
)
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
探
検
契
約
そ
の
他
政

O 
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令
で
定
め
る
保
積
契
約
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
を
い
ゆ
え

〈
国
説
通
則
法
の
一
部
改
正
〉

第
十
班
条

富
税
鵡
削
別
法
(
昭
和
主
十
七
年
法
律
鱗
六
十
六
号
〉

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

巨
次
中
「
第
苔
二
十
六
条
・
第
百
一
一
十
七
条
」
を
「
第
百
二
十
六
条
1

第
百
一
一
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
六
号
ハ

ω中
「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
敬
ぬ
る
。

第
六
十
五
条
第
五
項
第
二
号
口
中
「
第
二
条
第
四
十
一
口
立
校
「
第
二
条
鶏
五
十
八
号
」
に
改
め
、

号
に
規
定
す
る
靖
算
中
の
予
総
額
」
を
揺
り
、

「
、
開
条
第
四
十
土

「
、
開
法
第
九
十
条
い
を
「
又
は
際
法
第
九
十
条
」
に
改
め
、

「
又
は
開
法

第
務
条
(
解
散
の
場
合
の
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
額
か
ら
の
所
得
税
綴
の
控
除
)

の
規
定
に
よ
る
控
除
を
さ
れ
る
べ
き

所
得
税
の
額
」
を
間
る
。

第
七
十
一
条
第
二
項
中
「
又
は
法
人
税
法
」
を
つ
措
人
税
詰
」
に
、

「
事
後
設
立
を
い
う
」

を
「
現
物
分
配
又
は
同
法

第
六
十
一
条
の
十
三
第
一
一
頃
(
完
全
支
配
聞
鋸
が
あ
る
法
人
の
問
の
取
引
の
損
議
〉

の
嬢
定
の
適
用
を
受
け
る
問
項
に
規
定

す
る
譲
譲
損
益
調
整
資
肢
の
譲
渡
を
い
う
」
に
、

「
間
条
第
十
二
号
の
二
」
を
山
例
法
第
二
条
第
十
二
号
の
ニ
」
に
、

「又

は
開
条
第
十
一
一
号
の
六
に
規
定
す
る
事
後
設
立
詩
人
」
を
つ
開
条
第
十
一
一
号
の
六
に
嬢
定
す
る
現
物
分
配
法
人
又
は
隊
法

一
六
五

ι 
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第
六
十
一
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
譲
渡
擦
益
調
整
資
産
そ
議
渡
し
た
法
人
」
に
、

「
則
的
条
第
十
二
口
げ
の
↑
二
」

を
「
問

法
第
一
一
一
条
鰭
十
‘
一
号
の
三
い 

ι、
「
又
は
山
内
条
第
十
‘
五
時
の
六
の
二
日
規
定
す
る
被
挙
後
設
立
法
人
い
を
「
、
同
条
第
十
二

号
の
六
の
二
に
規
定
す
る
被
現
物
分
配
法
人
又
は
同
法
第
六
十
一
条
の
十
一
一
一
筋
二
項
に
規
定
す
る
譲
受
法
人
い
に
、

「
同
条

第
十
二
号
の
七
の
二
」
晶
化
「
間
関
法
第
二
条
第
十
二
口
げ
の
七
の
二
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条
を
第
吉
一
一
十
八
条
と
す
る
。

第
百
二
十
六
条
中
主
一
万
丹
」
を
つ
-
十
万
円
」
に
改
め
、
跨
条
を
第
吾
一
一
十
七
条
と
し
、
第
十
章
中
得
条
の
前
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

第
否
二
十
六
条
関
税
に
関
す
る
鱗
査
(
不
服
申
立
て
に
係
る
事
件
の
審
理
の
た
め
の
調
査
及
び
国
税
の
犯
則
的
事
件
の
調
査

を
含
む
。
〉
若
し
く
は
租
税
条
約
等
の
実
施
に
一
伴
う
摂
得
税
法
、
法
人
税
法
及
、
び
地
方
税
法
の
特
鰐
等
に
閲
す
る
法
律

〈
唱
和
四
十
悶
年
法
律
第
聞
十
六
回
弓
)

の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
靖
報
の
提
供
の
た
め
の
鱗
査
に
関
す
る
事
務
又
は
悶
税

の
徴
収
に
関
す
る
事
務
に
従
事
し
て
い
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
が
、
こ
れ
ら
の
事
務
に
関
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た

秘
密
を
漏
ら
し
、

又
は
盗
用
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
ニ
年
以
下
の
盤
投
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

(
関
税
徴
収
法
の
‘
部
改
革
) 



る

仁

く

第
十
六
条

第
苦
八
国
税
徴
収
法
(
昭
和
五
十
凶
年
法
律
第
百
四
十
七
号
〉
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
並
立
す
る
。

七
条
第
一
一
横
山
市
「
免
か
れ
る
い
を
「
免
れ
る
」
に
、

「
騒
蔽
し
」
を
「
路
ぺ
い
し
」
に
、

「
五
十
万
開
」
を

「
一
一
百
班
十
万
丹
」
に
改
め
、
部
門
条
第
一
-
項
中
「
免
か
れ
さ
せ
る
い
を
「
免
れ
さ
せ
る
」
に
改
め
、
開
条
第
五
項
中
「
三
十

万
円
」
を
「
百
去
十
万
河
」
に
改
め
る
。

第
百
八

八
条
中
ご
に
」

を
「
い
ず
れ
か
に
い
に
、

「
十
万
円
い
を
ご
年
以
下
の
懇
役
又
は
五

万
円
」
に
改
め

〈
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
縦
方
税
法
の
特
携
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
)

第
十
七
条

租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
践
す
る
法
律
(
昭
和
問
十
四
年
法

律
第
四
十
六
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
革
す
る
。

題
名
そ
次
む
よ
う
に
改
め
る
。

担
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
閲
す
る
法
律

第
一
条
中
「
将
位
税
条
約
」
を
「
租
税
条
約
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
一
一
対
を
開
条
第
十
れ
坊
と
し
、
問
条
第
一
一
号
中
「
教
が
盟
以
外
の
締
約
璽
(
以
下
円
相
手
国
」
と
い
う
。
)
い
を

…
ム
ハ
合
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八

吋
相
手
国
等
い
に
改
め
、
山
内
号
を
同
条
第

号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

租
税
条
約
等

担
税
条
約
及
び
租
説
罷
報
交
換
協
定
(
租
税
条
約
以
外
の
我
が
盟
が
締
結
し
た
国
際
約
束
で
、
租
税

の
賦
課
又
は
徴
収
に
関
す
る
情
報
を
轄
互
に
縫
供
す
る
こ
と
を
絞
め
る
続
定
申
含
有
す
る
も
の
そ
い
う
。
〉
な
い
う
。

一
一
一
相
手
間
等
租
税
条
約
等
の
我
が
額
以
外
の
締
約
悶
又
は
締
約
者
を
い
う
。

第
三
条
第
一
項
中
「
の
相
手
国
」
を

「
の
抑
制
手
間
等
」
に
改
め
、
日
間
条
第
四
項
中
「
租
説
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
説

法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
説
法
、
法
人
税
法
及
び

地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、

「
粧
税
条
約
実
施
特
例
法
い
を
「
租
税
条
約
等
実
路
特
例
法
」
に
改
め
る
α

第
一
一
一
条
の
ご
第
一
環
山
中
「
相
手
閣
と
の
い
を
「
抑
制
手
間
等
と
の
」
に
、

「
格
手
間
に
お
い
て
」
を
「
相
手
国
等
に
お
い

て
」
に
、

「
撰
九
条
の
五
の
竺
第
二
項
」

を
「
第
九
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
条
の
五
の
二
第
二

項
」
を

「
第
九
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
田
内
条
第
三
項
中
「
相
手
盟
'
一
を
「
相
手
国
等
」
に
、

「
第
九
条
の
五
の
ム
一
第

嘆
い
を
「
第
九
条
の
穴
第
一
一
一
頃
」
に
改
め
、
部
門
条
第
四
項
小
「
第
九
条
の
ヤ
況
の
一
一
第
一
一
一
現
」
な
叶
第
九
条
の
ふ
ハ
第
一
ニ
現
」
に

改
め
、
同
条
第
近
噴
出
↑
「
剣
山
手
間
と
の
い
を
「
絡
手
悶
等
と
の
」
に
、

九
条
の
冗
の
悶
一
第
一
一
項
〕

「
当
該
相
手
国
」
を
「
当
該
料
相
手
器
等
い
に
、

を
「
第
九
条
の
ふ
ハ
第
三
嘆
」
に
改
め
、
開
条
第
六
項
中
「
第
九
条
の
五
の
二
第
二
項
」
を
「
第
九
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条
の
六
第
一
一
環
」
に
改
め
、
問
問
条
第
七
項
中
「
椙
手
間
い
そ
「
摺
手
関
等
」
に
、

条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
、

同
条
第
八
項
中
「
第
九
条
の
五
の
二
第
鴎
項
」
を
「
第
九
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第

九
現
出
ザ
「
諸
手
間
」
を
「
認
手
悶
等
」
に
改
め
、

潤
条
第
十
一
一
一
壊
の
表
第
百
七
十
二
条
第
…
壌
第
一
号
の
明
中
「
第
九
条
の

?
な
の
二
第
一
一
聡
」
を
「
第
九
条
の
六
第
一
一
明
」
に
改
め
、

に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
側
、
ず
る
仲
間
律
」
を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、

法
人
税
法
及
、
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、

に
改
め
、

問
裁
第
百
七
十
一
一
条
第
一
環
第
四
号
の
項
中
「
租
説
条
約
実
施
特
開
法
」
品
化
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
に
改

め
、
同
条
第
十
五
項
第
二
号
中
「
制
税
条
約
の
実
絡
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法

律
」
を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
、
び
地
方
戦
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
記
、

約
実
擁
特
例
措
」
を
「
桟
税
条
約
等
実
擁
特
例
法
」
に
改
め
、
自
問
項
第
四
号
中
「
穏
税
条
約
実
施
特
例
法
」
を
ぷ
相
税
条
約

等
実
施
特
例
法
」
に
改
め
、
問
条
第
十
七
項
第
一
号
中
「
第
五
十
四
号
の
三
」
品
化
「
第
一
一
一

「
第
九
条
の
五
の
一
一
第
四
項
」
を
門
第
九

間
表
第
百
七
十
一
一
条
第
一
環
第
一
一
一
号
の
明
中
「
程
税
条
約
の
山
一
氏
擁

「
組
税
条
約
災
施
特
開
法
い
中
台
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」

問問烏
 
d

の
四
」
に
、

「
租
税
条
約

の
実
蕗
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
、
が
地
方
税
法
の
特
例
等
に
闘
す
る
法
律
」
を
「
秘
税
条
約
等
の
礎
施
に
伴
う
所
得

税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、

「
組
税
条
約
実
路
特
例
法
い
な
「
範
説
条
約
等
実
撞
特 
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例
法
一
に
改
め
、
同
項
第
密
号
中
「
租
税
条
約
実
蒐
特
掲
法
」
を
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
に
改
め
、
同
条
第
ト
九
環

第
ご
号
山
市
雇
用
三
十
四
号
の
一
一
一
い
を
吋
第
一
ニ
ム 

号
の
閥
」
に
、

ー
桟
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
持
税
法
、
法
人
税
法
及
び

地
方
税
法
の
特
例
等
に
備
す
る
法
線
い
を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
欄
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
拘
等

に
捕
す
る
法
律
」
に
、

「
超
韓
条
約
実
施
特
例
法
}
を
「
租
税
条
約
等
実
態
特
例
法
一
に
改
め
、
湾
要
第
五
号
中
「
祖
説
条

約
実
捷
特
例
法
」
を
「
程
税
条
約
等
実
施
特
例
法
一
に
改
め
、
同
条
第
一 

一
一
明
第
一
丹 
4

中
「
第
三
十

号
の
コ
ご
を
「
第

一一一十

号
の
閤
」
に
、

「
税
制
例
条
約
の
調
腕 

伴
う
続
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
い
を

「
組
税
条
約
紘
一
寸
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
需
等
に
潤
す
る
法
律
」
に
、
「
程
税
条
約
実
施

特
例
法
」
を
「
租
税
条
約
等
実
撞
特
例
法
」
に
改
め
、
関
項
第
五
号
中
「
租
韓
条
約
実
施
特
例
法
」
を
「
誼
税
条
約
等
実
蕗

M
L

特
加
料
法
い
に
改
一
め
、
同
条
第
ペ
ト
-
ぺ
項
第
一
一
号
中
「
第
一
一
一

四
号
の
一
ニ
」
を
「
第
三
十
凶
号
の
臨
」
に
、

「
粗
税
条
約
の
実

i

腕
に
搾
う
所
得
税
怯
、
法
人
税
総
及
、
び
地
方
税
訟
の
特
倒
的
等
に
閥
、
ず
る
法
律
い
を
「
粗
税
条
約
等
の
実
越
に
伴
う
所
得
税

法
、
法
人
貌
法
及
び
地
方
税
法
の
持
倒
的
等
に
閲
す
る
法
律
」
に
、

「
租
税
条
約
実
施
特
例
法
」
を
「
程
税
条
約
等
実
施
特
例

法
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
租
税
条
約
実
施
特
例
法
」
を
「
租
税
条
約
等
実
撞
特
例
法
」
に
改
め
，
げ
同
条
第
二
十
五
寝

第
一
一
号
中
吋
第
一
一
一
↑
四
号
の
一
一
む
を
「
第
一
二
十
四
号
の
濡
」
に
、

「
脱
税
条
約
の
梁
織
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
、
ひ

A



地
方
説
法
の
特
例
等
に
関
?
る
法
律
」
を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
一
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
桝
等

に
関
す
る
法
律
」
に
、

「
穣
税
条
約
識
施
特
椀
法
い
な
「
松
税
条
約
等
実
施
棒
鋼
法
」
に
改
め
、
問
項
第
五
号
中
「
租
税
条

約
実
銭
特
例
法
」
そ
「
畿
税
条
約
等
実
蕗
特
例
法
」
に
改
め
る
。

第
三
一
条
の
ニ
の
こ
第
一
壌
中
「
相
手
闘
い
を
「
相
手
闘
等
」
に
改
め
、
得
条
第
五
現
第
二
回
守
中
「
租
税
条
豹
の
実
施
に
伴

う
荊
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
加
盟
仰
に
関
す
る
法
律
」
を
「
相
税
条
約
等
の
提
臓
に
伴
う
所
得
税
誌
、
法
人

税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
樹
等
に
関
す
る
法
鰭
」
に
、

「
灘
税
条
約
実
路
特
例
法
」
を
「
犠
税
条
約
等
実
強
特
例
法
い
に
改

め
、
間
情
明
第
州
出
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
租
税
条
約
実
蕗
特
例
法
」
を
「
組
税
条
約
等
実
擁
特
例
法
」
北
韓
め
、
同

条
第
八
項
第
二
口
行
中
「
趨
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
捕
す
る
法
律
」
そ

「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、

「
租
税
条
約
実
施

特
例
法
い
を
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
に
改
め
、
問
項
第
問
問
削
汚
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
租
税
条
約
捷
路
社
特
例

法
」
を
「
租
税
条
約
等
実
擁
特
例
法
」
に
改
め
、
間
条
第
九
壊
及
び
第
十
一
環
第
二
号
中
長
山
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得

税
法
、
法
人
税
法
及
、
部
地
方
税
法
の
特
桝
等
に
窮
す
る
法
律
」
を
「
犠
税
条
約
等
の
爽
施
に
伴
う
荊
得
税
法
、
法
人
税
法
及

び
地
方
税
誌
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
足
、

「
秘
税
条
詫
実
繍
特
例
法
」
そ
「
粗
税
条
約
等
実
施
特
例
法
い
む
改
め
、
問
問 

(十 

tコ

c 



。 

• 

、
会

O 

tコ

璃
第
山
間
脅
か
ら
第
六
削
げ
ま
…
で
の
讃
建
中
「
租
税
条
約
実
路
持
制
例
法
い
そ
吋
租
税
条
約
等
議
結
特
例
法
い
に
改
め
、
間
関
条
第
十

問
問
噴
第
二
口
守
中
「
組
税
条
約
の
実
務
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
罰
す
る
法
律
」
を
「
麓
積

条
約
等
の
実
施
に
伴
う
一
所
得
税
法
、
詑
人
税
法
及
、
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
仁
、

「
租
税
条
約
実
蕗
特
制
約

法
」
を
「
組
税
条
約
等
実
施
特
制
約
法
」
に
改
め
、

問
項
第
関
山
口
げ
か
ら
第
六
口
げ
ま
で
の
蛾
定
中
「
祖
税
条
約
識
施
特
例
法
」
を
'

「
経
税
条
約
紘
一
ザ
実
施
特
例
法
い
に
改
め
、
開
条
鋪
十
五
壌
市
ザ
「
穂
税
条
約
の
実
捕
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方

税
法
の
特
例
等
に
闘
す
る
法
律
い
を
「
担
税
条
約
等
の
実
絡
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
点
税
法
の
特
出
向
等
に
間
関

ず
る
法
律
」
に
、

「
租
税
条
約
実
譲
位
付
例
法
」
を 
1

租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
の
二
一
中
「
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
説
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
礎
等
に
関
す
る
法
律
」
を

「
租
競
条
約
等
の
濃
路
に
伴
う
吋
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
閲
す
る
韻
律
い
に
、

「
租
税
条
約
諜
籍

特
倒
的
法
い
そ
ぶ
側
税
条
約
等
爽
施
持
隣
諸
い
に
改
め
る
。

第
一
一
一
条
の
三
第
一
頃
中
「
相
手

と
の
」
を
「
相
手
間
凶
等
と
の
」
に
、

「
相
手
国
に
お
い
て
」
を
，
「
相
手
国
等
に
お
い

て
」
に
改
め
、
開
条
第
二
項
中
「
程
手
国
」
を
「
相
手
冨
等
」
に
改
め
る
。

第
間
四
条
第
一
項
中
「
相
手
関
と
の
」
を
「
相
手
回
等
と
の
い
に
、

「
和
手
閣
に
お
い
て
い
を
「
如
何
事
矧
等
に
お
い
て
」
に
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改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
相
手
間
」
を
「
相
手
匡
等
」
に
改
め
、
同
開
条
第
瓦
噴
中
「
相
手
題
と
の
い
を
「
相
手
間
等
と
の
い

に
、
「
当
該
梧
手
国
」
を
「
当
該
相
手
題
等
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
土
第
一
明
中
「
州
知
手
踊
い
を
「
裕
一
字
国
等
い
に
、

「
謹
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
一
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
が

方
税
法
の
特
関
等
に
酬
附
す
る
法
律
い
を
「
組
税
条
約
等
の
実
擁
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
、
口
地
方
税
法
の
持
例
等
に

問
機
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
相
手
国
の
」
を
「
抑
制
手
国
紘
一
叩
の
い
に
、

「
租
税
条
約
の
翼
臓
に
伴
う
続
得
税

法
、
法
人
説
法
及
び
地
方
税
法
の
特
需
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
説
法
及
び

地
方
税
法
の
特
例
等
に
闘
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
租
税
条
約
の
実
擁
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
、
び

地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
鵠
律
」
を
「
租
税
条
約
等
の
実
籍
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
掛
川
等

に
開
慨
す
る
法
律
」
に
、

「
相
側
税
条
約
実
施
特
例
法
」
そ
「
組
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
相
手
国
」
を
「
相
手
冨
等
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
」
を
「
の
う
ち
当
該
権
手
冨
居
生
者
等
に
対
す
る
判
明
説
条
約

の
漉
婦
に
関
す
る
条
件
を
定
め
る
規
定
で
あ
っ
て
肘
刑
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
基
づ
く
い
に
改
め
、
同
条
第
ニ
理
中
「
抑
拍
手

鴎
」
を
「
相
手
欄
等
い
に
殺
め
、
問
問
条
第
一
一
一
現
中
「
相
手
器
と
の
い
を
「
相
手
国
等
と
の
い
に
、

「
相
手
間
に
お
い
て
い
を
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「
相
手
困
等
に
お
い
て
」
に
、

「
相
相
手
国
の
」
を
「
相
手
国
等
の
」
に
改
め
、
陪
条
第
四
項
及
、
び
第
五
項
中
「
相
手
墨
」
を

「
桔
手
国
等
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
程
税
条
約
の
相
手
園
」
を
「
相
手
閤
等
」
に
、

「
稜
税
条
約
の
適
用
い
を
「
如
何
子
日
間
紘
一
叩
と
の
関
の
組

税
条
約
の
滴
用
い
に
、

「弘一該

手
関
の
」
品
化
「
部
談
相
手
間
同
等
の
」
円
九
改
め
、

吋
〈
解
散
〈
合
併
に
よ
る
解
散
を
除

く
。
〉
に
よ
る
清
算
所
得
の
金
銭
安
食
む
。
以
下
こ
の
墳
に
お
い
て
向
じ
。
〉
」
晶
化
削
り
、
問
条
第
一
一
一
墳
の
議
所
得
税
法
第

在
百
十
三
条
の
噴
中
「
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
部
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
を

「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
爵
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
問
問
表
語
人
税

法
第
八
十
条
の
こ
の
項
中
「
租
説
条
給
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
説
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
回
附
す
る
法
律
」

を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
一
所
持
税
法
、
法
人
税
法
及
、
び
地
方
税
法
む
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
穂
税
条
約
実

施
特
例
法
」
を
「
租
税
条
約
等
実
籍
特
例
法
」
に
改
め
、
間
護
法
人
税
法
第
八
十
一
一
条
の
項
中
「
租
税
条
約
課
施
持
例
措
」

な
吋
犠
税
条
約
等
実
施
特
制
約
法
い
む
殺
め
、
間
門
会
川
筋
肉
職
中
「
総
税
条
約
の
桟
手
間
…
晶
化
「
相
手
悶
等
一
に
、

「
当
該
穣
鵜

J
d

条
約
い
を
叶
当
骸
相
手
部
等
と
の
鰐
の
趨
税
条
約
い
に
、 

設
相
手
間
闘
い
を
「
当
該
相
手
国
等
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
一
唄
中
「
組
現
条
約
の
相
手
璽
」
を
「
相
手
聞
等
」
に
、

「
当
該
程
税
条
約
」
を
「
当
該
相
手
盟
等
と
の
間
関
の

七
殴
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臨
続
税
条
約
」
に
改
め
、
詞
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
相
手
器
等
へ
の
情
報
雛
供
)

第
八
条
の

肘
財
務
大
臣
は
、
相
手
国
等
の
租
税
に
関
す
る
法
令
を
執
行
す
る
当
局
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
相
手
国
等

税
務
当
局
い
と
い
う
。
〉
に
対
し
、
当
競
相
手
国
等
と
の
間
の
租
税
条
約
等
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
職
務
の
遂

行
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
程
税
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
こ
の
間
以
り
で
な
い
。

当
一
級
制
相
手
冨
等
税
務
当
局
が
、
我
が
躍
が
行
う
当
該
情
報
の
提
供
に
相
当
す
る
情
報
の
提
供
を
我
が
犀
に
対
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

我
が
関
が
こ
の
条
の
想
定
に
よ
り
鍵
供
す
る
情
報
に
つ
い
て
当
競
相
手
器
等
に
お
い
て
巷
絡
の
保
持
が
担
保
さ
れ
て

い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

一
一
一
我
が
留
が
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
提
供
す
る
情
報
が
当
誠
相
手
国
等
税
務
当
局
の
職
務
の
遂
行
に
殺
す
る
目
的
以
外

の
目
的
で
設
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

当
該
情
報
の
抑
制
供
を
行
う
こ
と
が
我
が
国
の
利
益
を
害
、
す
る
と
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

一
七
夜


